
Japan Meteorological Agency

令和８年７⽉28⽇(⽕)
札幌管区気象台気象防災部

気象防災情報調整官 森⽥ 克也明治23年頃の気象台

＜札幌での気象観測＞
明治９年（1876年）９月１日石狩国札幌区東創成通り（現在の札幌市中
央区南2条東1丁目）で気象観測を開始以来、本年（令和８年）で150年
を迎えます。

北海道地方メディア連携協議会

「新たな防災気象情報について」
～ 令和８年５月２９日から運用開始 ～
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【本日のお話】

・防災気象情報の改善

・段階的に発表される防災気象情報
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市町村は、
警戒レベル
相当情報
などを参考
に、総合的
に避難指⽰
等の発令を
判断する

警戒レベル これまでの防災気象情報（警戒レベル相当情報）

防災気象情報と警戒レベルとの関係が分かりづらいという課題があり、「防災気象情報に関する検討会」
において2年半かけて検討。その最終とりまとめ（令和6年6⽉）に沿って防災気象情報を改善。

 警戒レベルは、住⺠が災害時にとるべき避難⾏動が直感的にわかるよう、避難情報等を５
段階に整理（例︓警戒レベル４＝避難指⽰、警戒レベル３＝⾼齢者等避難）

 防災気象情報は、避難情報の発令や住⺠の⾃主避難の参考となる「警戒レベル相当情
報」という位置づけですが、警戒レベルとの関係が分かりづらいという課題

これまでの主な防災気象情報と警戒レベルとの関係
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（警戒レベルごとの）
住民が

とるべき行動

⾼潮
海⽔⾯の上昇や

波の打上げによる浸⽔

⼟砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

⼟⽯流

⼤⾬
低地の浸⽔や

⼤河川以外の氾濫

河川氾濫
１級河川などの
⼤河川の氾濫

命の危険 直ちに安全確保︕レベル５
⾼潮特別警報

レベル５
⼟砂災害特別警報

レベル５
⼤⾬特別警報

レベル５
氾濫特別警報

警戒レベル
５相当

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難︕＞

危険な場所から全員避難レベル４
⾼潮危険警報

レベル４
⼟砂災害危険警報

レベル４
⼤⾬危険警報

レベル４
氾濫危険警報

警戒レベル
４相当

避難に時間を要する⼈は早めに避
難、避難の準備など

レベル３
⾼潮警報

レベル３
⼟砂災害警報

レベル３
⼤⾬警報

レベル３
氾濫警報

警戒レベル
３相当

避難⾏動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

レベル２
⾼潮注意報

レベル２
⼟砂災害注意報

レベル２
⼤⾬注意報

レベル２
氾濫注意報

警戒レベル
２

災害への⼼構えを⾼める早期注意情報警戒レベル
１

新たな防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、⼤⾬、⼟砂災害、⾼潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表（例︓レベル４⼤⾬危険警報 等）

新たな防災気象情報
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【参考】５段階の警戒レベルと防災気象情報
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避難するタイミングは

「レベル3」と「レベル4」

住⺠の皆様に最も知っておいていただきたいこと
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警戒レベル相当情報以外の特別警報等

 警戒レベル相当情報（河川氾濫、⼤⾬、⼟砂災害、⾼潮）以外の特別警報・警報・注意
報は、これまでと変わりません

 これら情報について、気象庁ホームページ等では、特別警報は⿊、警報は⾚を⽤いるが、警戒
レベルには相当しないことに留意してください

暴⾵、波浪、⼤雪、暴⾵雪特別警報

暴⾵、波浪、⼤雪、暴⾵雪警報

強⾵、波浪、⼤雪、⾵雪、
濃霧、雷、乾燥、なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪注意報

警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報

※これらの特別警報や警報は、レベル５（緊急安全確保）やレベル３（⾼齢者等避難）には
相当しないことに留意してください
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3時間前3⽇前5⽇前 12時間前

警戒レベル相当情報・
その他の注意報・警報・特別警報

気象解説情報

時系列情報（明⽇までの警報等の⾒通し）

キキクル

気象防災速報

早期注意情報（警報級の可能性）

2⽇前

 警戒レベル相当情報とあわせて、段階的に発表される様々な防災気象情報を防災対応の
判断に活⽤することが重要です。
 早期注意情報や時系列情報等は、⼼構えを⾼め、事前の体制確保の検討に活⽤。
 キキクルや気象防災速報は、避難の判断や後押しに活⽤してください。

段階的に発表される防災気象情報

防災気象情報を作成する予報官
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3時間前3⽇前5⽇前 12時間前2⽇前

早期注意情報

【早期注意情報（警報級の可能性）】、5⽇先までの警報級の現象の可能性を発表

● 3⽇先から5⽇先まで
 ［⾼］や［中］が発表されたときは、⼼構えを早めに⾼めて、これから発表される「気象解説情報」の内容に⼗分留意してくだ
さい。

● 明後⽇まで
 ［中］が発表されたときは、命に危険が及ぶような警報級の現象となり得ることを表しています。ただちに避難等の対応をとる必
要はありませんが、深夜などに天気が急変して突然警報が発表されても、あわてずに対応できるよう、あらかじめ⼼構えを⾼めて
いただくことを考えています。

 ［⾼］が発表されたときは、危険度が⾼まりつつあり、「警報」などがすでに発表されているか、発表される可能性が⾼まっている
ことを表しています。命に危険が及ぶような警報級の現象が予想される詳細な時間帯は「時系列情報」や「警報」、「気象台コメ
ント」等で確認するようにしてください。

早期注意情報をうまく活⽤して災害への⼼構えを︕

６時間毎 12時間毎 ⽇単位
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3時間前3⽇前5⽇前 12時間前2⽇前

気象解説情報

〜 以下省略 〜

何に着⽬した情報なのかがわかるよう、
括弧内にキーワードを付加

札幌管区気象台が発表する場合、北海道
地⽅または⽯狩・空知・後志地⽅となります

【気象解説情報】
「網羅的に解説する情報(＝気象解説情報)」は、“現在の気象状況と今後の⾒込みを伝え、災害への備
えや今後の防災対応の検討・判断を後押しする情報”であり、“現在及び今後の気象状況や災害発⽣の
危険度の⾒通しを網羅的に伝える情報”として発表します。
下に、⻑崎地⽅気象台が、６⽉23⽇に発表した、気象解説情報を⽰します。
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時系列情報（明⽇までの警報等の⾒通し）

3時間前3⽇前5⽇前 12時間前2⽇前

【時系列情報】
時系列情報は、警報・注意報に先⽴って気象の⾒通しを⼆次細分区単位(＋⼭地等の分割地
域)で提供する予測情報です。５時、１１時、１７時、２３時に発表します。
警報・注意報の発表の有無に関わらず、明⽇までの気象の⾒通しを提供（時系列情報を後追
いする形で警報・注意報が発表されるイメージ）。
下に、⻑崎地⽅気象台が、６⽉25⽇に発表した、⻑崎市の時系列情報を⽰します。
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警戒レベル相当情報・その他の注意報・警報・特別警報

3時間前3⽇前5⽇前 12時間前2⽇前

【特別警報・危険警報・警報・注意報】
特別警報とは、予想される現象が特に異常であるため重⼤な災害の起こるおそれが著しく⼤きい旨を警
告して⾏う予報。
危険警報とは、重⼤な災害が起こるおそれが⼤きい危険な状況である旨を警告して⾏う予報。
警報とは、重⼤な災害が起こるおそれのあるときに警戒を呼びかけて⾏う予報。
注意報とは、災害が起こるおそれのあるときに注意を呼びかけて⾏う予報。
下に、⻑崎地⽅気象台が、６⽉25⽇に発表した、⻑崎市の危険警報・警報・注意報を⽰します。
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キキクル

【キキクル】
⼤⾬や⼟砂災害に関する情報が発表された際、危険度が⾼まっている地域を確認するにはキキクルを活
⽤してください。
下に、６⽉25⽇12時20分の⼟砂キキクルを⽰します。

3時間前3⽇前5⽇前 12時間前2⽇前

⻑崎市

危険（紫⾊、警戒レベル
４相当）や警戒（⾚⾊、
警戒レベル３相当）の判
定が広がっている。
市町村が発令する避難の
情報に留意するとともに、⾃
主避難の判断にも活⽤。

災害切迫（⿊⾊、警戒レ
ベル５相当）は、すでに災
害が発⽣・切迫している状
況です。
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気象防災速報

3時間前3⽇前5⽇前 12時間前2⽇前

【気象防災速報】
気象防災速報は、発⽣している極端現象に係る実況を伝えることを基本としています。
警報の対象にはなっていないが、予測が困難で発⽣した場合には相当の被害をもたらす現象(⻯巻)につい
ても、気象防災速報として発表します。
下に、⿅児島地⽅気象台が、６⽉24⽇に発表した、気象防災速報を⽰します。

何に着⽬した情報なのかがわかるよう、
括弧内にキーワードを付加

札幌管区気象台が発表する場合、北海道
地⽅または⽯狩・空知・後志地⽅となります
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避難するタイミングは

「レベル3」と「レベル4」

以上です。
ご清聴ありがとうございました。



気象庁
札幌管区気象台

Sapporo Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

17

【参考】線状降⽔帯（ P15で紹介した６⽉24⽇の事例）



気象庁
札幌管区気象台

Sapporo Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

18

【参考】線状降⽔帯の情報改善

観測の強化、予測の強化により、線状降⽔帯に関する情報（⽂章・図）の段階的な改善を実施
• 令和８年から、２〜３時間前を⽬標にした予測情報（⽂章・図）を提供
• 令和11年から、半⽇程度前に線状降⽔帯による⼤⾬の可能性が⾼い市町村を把握できる
格⼦形式の分布図を提供予定

情報のリードタイムを伸ばし、対象地域を絞り込むことで、国⺠ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく。
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【参考】令和7年9⽉21⽇の⼤⾬（北海道初の線状降⽔帯発⽣）

•釧路地⽅、⼗勝地⽅で線状降⽔帯が発⽣、北海道で始めて「顕著な⼤⾬に関する気象情報」を発表
•最⼤１時間降⽔量は胆振東部の厚真で88.5ミリ、釧路南⻄部の⼆俣で75.5ミリを記録する等、複数の地
点で観測史上１位の値を更新
•千歳市・安平町・むかわ町・⼤樹町・浦幌町・釧路市・⽩糠町では、避難指⽰を発令
•⼤⾬や暴⾵、突⾵により、住家・⾮住家の床上・床下浸⽔や⼀部損壊が発⽣し、国道や道道、⾼規格道路
の通⾏⽌め、JRの運休、1時間以上の停電等の影響

総降⽔量(ミリ)
9⽉20⽇から21⽇の2⽇間

広尾 181.0mm
⽬⿊ 226.0mm

⼆俣 188.5mm

地上天気図 9⽉21⽇3時

浦 幌 町 を
襲 っ た
線 状 降 水 帯
広 報 誌
「 う ら ほ ろ 」
2 0 2 5 / 1 1


